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〔開会 午前１０時３０分〕 

議長（村田幸隆議員） おはようございます。 

 これより平成２７年第４回尾鷲市議会定例会を開会いたします。 

 開会に当たり、市長より御挨拶があります。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） 皆さん、おはようございます。 

 議員の皆様には、大変お忙しい中、平成２７年第４回定例会に御出席を賜りま

して、まことにありがとうございます。 

 開会に先立ちまして、まず、議員の皆様には、このたびの提出議案である平成

２７年度尾鷲市一般会計補正予算（第５号）の議決についての中で、補正予算計

上ミスがあったことにつきまして、深くおわび申し上げます。 

 それでは、本定例会には、「尾鷲市行財政改革推進委員会設置条例の制定につ

いて」を初めとする議案２２件を提出させていただきました。何とぞよろしく御

審議をいただき、御承認賜りますようお願い申し上げ、簡単ではございますが、

開会の御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（村田幸隆議員） これより本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は１３名であります。よって、会議は成立いたしておりま

す。 

 最初に、議長の報告ですが、お手元に配付の報告書は朗読を省略し、これより

議事に入ります。 

 本日の議事につきましては、お手元に配付の議事日程第１号により取り進めた

いと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８７条の規定により、議長において、６

番、濵中佳芳子議員、７番、三鬼和昭議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、「会期の決定」を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、お手元に配付の会期日程表のとおり、本日から１２月１８

日までの１８日間といたしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、会期は本日から１２月１８
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日までの１８日間と決定をいたしました。 

 次に、日程第３、議案第６２号「尾鷲市行財政改革推進委員会設置条例の制定

について」から日程第２４、議案第８３号「平成２７年度尾鷲市水道事業会計補

正予算（第３号）の議決について」までの計２２議案を一括議題といたします。 

 ただいま議題となりました２２議案につきましては、朗読を省略し、直ちに提

案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（岩田昭人君）登壇〕 

市長（岩田昭人君） 平成２７年第４回定例会の開会に当たり、議案についての御説

明に先立ちまして、当面する諸課題の現況説明及び市政の要点を申し述べ、議員

各位並びに市民の皆様の深い御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 まず、土井見世邸の寄贈に関することにつきまして、去る１０月２９日に所有

者の皆様が記者会見を開かれ、今後の市との継続協議を行わない旨の意向を表明

されました。 

 私といたしましても、現時点におきましては、所有者の皆様の御意向をお受け

したいと考えております。改めましておわびを申し上げるところであります。 

 初めに、地方創生についてであります。 

 人口減少、超高齢化という喫緊の課題に対応するため、昨年１１月にまち・ひ

と・しごと創生法が制定され、全国の自治体においても、それぞれの特性を生か

した自立的で持続的な地域社会の創生に取り組むことが求められており、本市に

おいても、人口動向を分析し、将来展望を示す人口ビジョンや地域の自立的かつ

持続的な活性化を実現するための施策の基本的な方向性を示す、向こう５カ年計

画である尾鷲市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に向けてこれまで取り組

んでまいりました。 

 人口ビジョンにつきましては、人口の現状や自然減、社会減の推移、産業別就

業者の状況等の情報をもとに分析し、人口の将来展望を示すビジョンとして策定

いたしました。 

 この人口ビジョンでは、本市の２０６０年における人口を９,０１８人確保す

ることを目標とし、この目標の達成に向け、国や県の総合戦略を勘案し、安定し

た雇用を創出する、新しい人の流れをつくる、若い世代の結婚、出産、子育ての

希望をかなえる、時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに地域

と地域を連携するの四つの基本目標で構成する尾鷲市まち・ひと・しごと創生総
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合戦略を策定し、地方創生まちづくり特別委員会において御説明いたしたところ

であります。 

 策定に当たりましては、議員の皆様、地方創生会議の皆様に御意見や御提案を

いただきながら本年１０月２８日をもって完成することができました。まことに

ありがとうございました。 

 一方、本年度の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金の上乗せ交付分に

つきましては、他の地方公共団体の参考となる先駆性を有する事業に対して交付

されるタイプⅠ及び本年１０月末日までに総合戦略を策定した地方公共団体に対

して交付されるタイプⅡの２種類の交付金があり、水産分野、商工観光分野、子

育て分野において５件を申請した結果、先月上旬に採択されました。昨年度の繰

越事業とも絡めて、本戦略を着実に遂行していきたいと考えております。 

 今後につきましては、計画策定だけで終わるのではなく、この計画に沿って本

戦略の最大の目的である人口減少対策に対し、各施策への取り組みを進めてまい

ります。 

 また、この総合戦略の各施策を効果的に進めるためには、その効果を客観的に

検証することが必要であると考えております。そのためには外部有識者等を含む

検証機関において進行管理を行っていくとともに、議員の皆様にも御意見等をい

ただきながら、尾鷲市まち・ひと・しごと創生総合戦略を推進してまいります。 

 次に、漁業就業者対策についてであります。 

 本市では、これまで漁業への就業意欲のある若者を対象とした３泊４日の漁業

体験教室や６カ月間の長期研修制度によって就業支援を行ってまいりました。 

 ことしも６月と８月の２度にわたって、尾鷲漁業協同組合において漁業体験教

室を開催し、１０人の方が参加されており、うち１人の方が梶賀大敷株式会社に

おいて引き続き長期研修を受けられております。 

 なお、同社においては、漁業体験教室を通してこの方を含め２人の方が地域で

生活し、研修生として乗船されております。 

 また、尾鷲漁業協同組合早田支所主催の早田漁師塾につきましては、県外から

４人の受講生を迎え、１０月から１１月の約１カ月間、地元漁業者等の指導のも

と、漁業実習、網修繕、座学講習などの研修を終えたところであります。 

 研修生におかれましては、漁業の現場や知識を体感し、地域の方々と触れ合う

ことで改めて漁業就業への意思を固められ、今回の体験を通じて漁業に従事して

いただくきっかけになればと考えております。 
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 早田漁師塾は、平成２４年度の開講以来８人が入講され、これまで３人の方が

株式会社早田大敷に就業されるとともに、地域への定住につながっており、尾鷲

市漁業体験教室や県の研修事業等を含めると、これまで６人の着業につながって

おります。 

 次に、集客交流についてであります。 

 去る１１月７日に尾鷲魚市場において、尾鷲港産地協議会の主催により第５回

おわせ魚まつりが開催されました。イベントの体験教室では、小学生、中学生の

皆さんに干物づくりや鯛の三枚おろしなどを体験していただき、恒例の競り市に

も多数の御参加をいただきました。 

 また、日ごろ目にすることができない生マグロや冷凍マグロの解体実演や、さ

まざまな魚料理を試食する機会が設けられ、幅広い世代層の方々に改めて尾鷲の

魚の魅力を体験していただけたと感じております。 

 イベントの企画から実施まで中心となって支えていただきました漁業者の皆様

を初め、関係各位に改めてお礼申し上げます。 

 次に、毎年、せぎやまホールで開催しております全国尾鷲節コンクールについ

て、本年は１１月７日と８日の２日間にわたり、一般・壮年の部８６人に加え、

少年・少女の部２５人による熱戦が繰り広げられました。 

 今回の大会においては、第３０回の節目を迎えるに当たり、これまでの通常大

会に加え、第２１回から第３０回までの優勝者が一堂に会しての優勝者フェステ

ィバルや会場周辺での屋台村など、記念大会にふさわしい趣向によって、来場者

も６,０００人に上り、盛会裏に終えることができました。 

 また、大会初日には、翌日が来年伊勢志摩で開催される伊勢志摩サミット２０

０日前に当たることもあり、知事からサミット開催の意義や出場者への激励の言

葉とともに、伊勢志摩サミット特別賞も提供していただくなど、さらに大会を盛

り上げていただきました。 

 また、１１月２１日、２２日に開催された第１２回おわせ海・山ツーデーウォ

ークにおきましては、北は北海道から南は福岡県まで全国２３の都道府県から延

べ４９１人の参加をいただきました。 

 今大会は、２日間ともまずまずの天候に恵まれ、地域の皆様の道案内や心温ま

るおもてなしなどに、参加者からはすばらしい大会であったとの評価をいただく

ことができました。 

 これら秋のイベントに御参加、御来場いただきました皆様を初め、各実行委員
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会、ボランティアスタッフ、関係機関の皆様に厚くお礼を申し上げるとともに、

心より敬意を表します。 

 次に、食のまちづくりについてであります。 

 特産品開発として４年目となる尾鷲ものづくり塾につきましては、６月に塾生

を募集し、水産加工業や農業者、まちおこし団体など幅広い業種から、今後の地

域産業を担っていく若い世代の方々を中心に、１３事業者が参加のもと開講して

おります。 

 その内容につきましては、座学研修を行うとともに、新たな特産品開発やパッ

ケージデザインなど、おのおのの課題を専門家が聞き取りアドバイスする個別相

談を行っております。 

 また、１１月１７日には、試作品の中間報告を兼ねた関係者による試食会を開

催し、７事業者による水産物や農産物の加工品等の試作品について専門家等より

評価やアドバイスを受けております。 

 さらに、来年１月２３日から２４日にかけて、都市部である名古屋市の金山駅

イベントスペースにおいてマーケティング調査を予定しており、今後も特産品開

発によるものづくりの活性化を図ってまいります。 

 次に、食のブランディング・プロモーション事業であります。 

 昨年度に策定いたしました尾鷲市「食」のまちづくり基本計画に基づき、本年

度から５年間にわたり、食のまち尾鷲としての地域ブランド化を目指し、地域産

業の活性化に取り組んでおります。 

 これらの取り組みの一環といたしまして、今回、国の支援も受けながら、本市

の独自性のある地域資源を活用し、食をテーマとした付加価値の高い新たな商品

やサービスを生み出しながら、これらのブランド化を目指す事業として、食のブ

ランディング・プロモーション事業を実施しています。 

 本事業におきましては、都市部等の消費者やメディア関係者等を対象として、

本市の特産品や尾鷲まるごとヤーヤ便等の情報発信を目的に、東京の三重テラス

を初め、土岐南多治見インターチェンジ付近に今春オープンしたテラスゲート土

岐にて販路開拓等のプロモーション活動を行ってまいりました。 

 今後は、市内関係機関や事業者及び外部専門家等との意見交換を通じて、尾鷲

市「食」のまちづくり基本計画における誘客につながる仕組みづくりを初め、地

域資源を活用した新たな特産品や名物メニュー等の開発などの検討を引き続き行

ってまいります。 
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 次に、食の産業開発促進事業であります。 

 飲食店や食品製造事業者、関係団体等と連携し、食をテーマとしたまちづくり

に取り組むため、今回、地方創生における国の交付金を活用して食の産業開発促

進事業補助金を創設いたしました。 

 本事業では、本市の独自性ある飲食業をキーワードとしたまちづくりを推進し

ていくために、飲食業を核とした事業立案や、外部専門家等を交えた尾鷲の食材

を活用した独自性ある飲食メニューの開発、また、今後、情報発信面で効果が期

待されるシンボルフラッグやロゴマークなどのイメージデザイン企画など、尾鷲

商工会議所が実施する取り組みについて支援を行ってまいります。 

 このように、関係機関とも連携しながら、食による観光誘客や商業振興を図る

とともに、食のまち尾鷲としての情報発信の強化にもつなげてまいります。 

 一方、本年７月に県におかれまして、食関連産業を通じた地域経済の活性化を

図ることを目的にみえ食の産業振興ビジョンが策定されており、現在、担当部署

と、これからの事業展開や方向性などについて情報交換を行っております。 

 今後も県との連携を一層図りながら、食のまちづくりを進めてまいります。 

 次に、商工振興についてであります。 

 まず、尾鷲よいとこスタンプ事業についてであります。 

 尾鷲よいとこスタンプ会では、昨年度より、商店主が講師となって、専門知識

やプロならではのコツを提供し、専門店の存在や特徴を消費者に知ってもらいな

がら、店主とのコミュニケーションを図ることによる新たな顧客づくりを目的と

してまちゼミに取り組んでおります。 

 ことしも春と秋に２回の講座が開催され、１０月から１１月にかけて開催され

た第４回まちゼミでは１６講座で取り組みが行われました。 

 また、尾鷲よいとこスタンプ会では、今月から１月初旬にかけて、スタンプラ

リーや毎年恒例の新春拡大抽せん会など豪華商品が当たる取り組みを行うととも

に、スタンプ加盟店でつばき商品券を使っていただいた方が応募できるマル得抽

せん会が１月末まで開催されております。 

 一方、尾鷲市商店会連合会におかれましても、１２月１日から１３日にかけて

歳末セールを開催されるとともに、豪華商品が当たる抽せん会についても今月１

２日及び１３日に開催されます。 

 なお、本年度尾鷲商工会議所により発行されましたつばき振興券につきまして

は、来年１月末で利用期間が終了いたしますので、ぜひこの機会に年末年始は地
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元商店でのお買い物をお楽しみいただきたいと思います。 

 次に、高齢者保健福祉についてであります。 

 介護保険法の改正に伴い、高齢者が住みなれた地域で生き生きと暮らし続ける

ための介護、医療、生活支援、介護予防の充実による地域包括ケアシステムの構

築が求められる中、本市におきましても尾鷲市高齢者保健福祉計画に掲げる地域

包括ケアシステムの構築と日常生活支援総合事業の実施に向け、紀北広域連合、

紀北町及び地域包括支援センターと協働で引き続き仕組みづくりに取り組んでお

ります。 

 中でも、要支援１及び２の方に対する訪問介護及び通所介護が介護保険給付か

ら本市の地域支援事業に完全移行される平成２９年度に向け、そのサービスの担

い手となる介護事業所等との協議、連携を進めており、そこで出されたさまざま

な課題について検討を進めています。 

 また、先月２５日には、紀北信用金庫と尾鷲市高齢者の見守りの協力に関する

協定を締結いたしました。これは、地域包括ケアの考えに基づき、地域全体で高

齢者を見守り支えるという趣旨に御賛同いただいた協力機関等から、高齢者の異

変に気づいた際に速やかに市に通報いただき、市が速やかに対応することで孤独

死などを未然に防ごうとするものです。 

 今後も、協力機関等をふやし、ネットワークを広げながら地域全体で見守り、

支える仕組みづくりに取り組んでまいります。 

 さらに、介護予防及び生きがいづくりの場を目的とした高齢者の集いの場とし

てのサロンについても、去る１０月２７日に初めての試みとして、林町会館にお

いて第１回笑おう会を開催したところ、２０人を超える高齢者に参加いただきま

した。参加者からも好評をいただいており、年度内に輪内地区を含めた二つの地

区において開催する予定で、継続した開催につなげる仕組みづくりに取り組んで

まいります。 

 次に、健康づくりについてであります。 

 本市では、尾鷲市健康増進計画に掲げる生活習慣病、メンタルヘルス、お口の

健康、喫煙の健康課題とその取り組み方法について、医師会、歯科医師会、老人

クラブ連合会、連合婦人会、食生活改善推進協議会等の連携団体と健康づくり推

進員及び尾鷲市で構成する尾鷲健康増進の会、通称「Ｏｗａｓｅ ＨＡＰＰＹ」

によって取り組みを進めており、その内容を広く市民に普及啓発する目的で、昨

年に引き続き２回目の開催となる「健康ＨＡＰＰＹ ＤＡＹ」を先月１５日に開
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催いたしました。 

 これは、健康増進事業のみならず、生活習慣病予防及びロコモティブシンドロ

ーム予防における食の普及啓発や子供の歯の健康を考えたおやつの提案など、食

と健康を考えるイベントとしても開催したものであります。 

 今回は、若い世代を対象とした健康づくりと子育て支援についても取り入れ、

子育て世帯への健康意識の普及啓発にも取り組んだ結果、昨年を上回る４４０人

の市民に御参加をいただきました。 

 今後も引き続き、市民の健康意識の向上に努めてまいります。 

 また、本市では、ウオーキングや健康体操を中心とした健康増進に加え、食の

まちづくりの一環として、尾鷲の魚を中心とした減塩、低カロリー、栄養バラン

スに配慮した健康弁当の開発を進めております。これまで実行委員会による検討

を重ね、先月には試作品づくりを行い、尾鷲の魚を使ったさまざまなアイデアや

意見が交わされております。 

 今後も、工夫、検討を重ね、市民の健康づくりに役立つ健康弁当の完成に向け、

取り組みを進めてまいります。 

 次に、子育て支援についてであります。 

 昨年来、人口減少対策として、子育てしたいまちづくり、子育てしやすいまち

づくりに取り組んできており、地方創生における本市の総合戦略の取り組み項目

としてもその考えを位置づけたところであります。 

 また、その取り組みの一つとして、市民との協議の場づくりである尾鷲子育て

まちづくり座談会を昨年から実施しており、その中では、市民の皆様の地域への

かかわりの深さをおせっかいという言葉で本市のよさを表現する提案がされ、試

行錯誤しながら尾鷲おせっかい隊が動き出しているところであります。 

 去る８月には、放課後子ども教室、放課後児童クラブの連携企画において、昔

の遊び等を教えていただける方を試行的に尾鷲おせっかい隊としてお世話いただ

き、今月１２日のいきいき尾鷲っ子においても、尾鷲おせっかい隊が昔遊びや読

み聞かせを行っていただくキッズパークアンド郷土料理教室を行う予定にしてい

ます。 

 また、先月には、本市との縁があり、加えておせっかいの共通した言葉から、

一般社団法人おせっかい協会の創始者でもある高橋恵さんにも講演を行っていた

だき、本市の活動に対しても賛同を得たところであります。 

 今後につきましても、支援制度も含めた、みんなが子供を育み心豊かに暮らせ
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るまちに向けた施策を進めるとともに、子育てしたいまちづくり、子育てしやす

いまちづくりを促進してまいります。 

 次に、読書活動の推進についてであります。 

 市内小中学校におきましては、児童・生徒が読書に親しむ機会を提供し、読書

活動の充実を図るため、これまで蔵書の拡充、図書館司書の配置、講師を招いた

本の語りやビブリオバトルの指導、学校図書館関係者対象の研修会の開催など、

さまざまな取り組みを進めてまいりました。 

 また、市立図書館との連携においても、小学校への蔵書の団体貸し出しや読み

聞かせ、貸し出しカードの作成などの取り組みを行っております。 

 また、１０月の読書週間をきっかけとして、各小学校では自分の推薦する本を

紹介するための本の帯や葉を模した札に本の感想を書いた読書の木、読んだ本の

情報を紹介するポスターなどの作成に取り組みました。これらの作品は１１月７

日及び１１月１５日にそれぞれ開催された市立図書館主催の図書・雑誌のリサイ

クルや福祉保健課主催の「健康ＨＡＰＰＹ ＤＡＹ」の会場で展示され、訪れた

市民の目を楽しませ、好評を博しました。 

 また、尾鷲幼稚園では、お母さんばかりでなくお父さんによる読み聞かせも実

施し、読み聞かせリレーとして保護者による読み聞かせ活動を継続し、ファミリ

ー読書の推進につなげてまいります。 

 これらの取り組みによって、各学校における図書の貸出冊数もふえ、子供たち

の読書習慣の定着や読書意欲の向上につながってきております。 

 また、市立図書館では、これまでにも乳幼児から児童を対象とした年代ごとの

読み聞かせ活動や、一般を対象とした読書サークル、手づくり絵本教室など、誰

もが本に親しみ、豊かな心を育む機会づくりに取り組んでまいりましたが、本年

度では子育てしたいまちづくりにこうした活動を本読み子育てと位置づけ、本市

の子育ての魅力の一つにしていこうと取り組んでいるところであります。特に本

読み子育て推進事業では、先日、尾鷲子育てまちづくり座談会と連動して、尾鷲

本読み子育て座談会を開催し、子育て中の方や読書活動にかかわりのある皆様か

ら多くの御意見、御提案をいただきました。 

 また、本読み子育て推進事業では、子育て支援の一環としてお父さんの読み聞

かせ活動も推進していこうとしており、お父さんの読み聞かせ活動への参加を積

極的に推進するとともに、来年１月中旬には、人気絵本作家で読み聞かせ講演会

なども行っている宮西達也さんと、本市のわんぱく子育てに御協力をいただいて
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おりますＮＰＯ法人イクメンクラブ代表の長谷川潤さんによるお父さんのための

読み聞かせ講演会を開催する予定です。 

 なお、先日は、みえ森と緑の県民税市町交付金事業を活用して、図書館内の閲

覧用の机と椅子を尾鷲ヒノキ製に入れかえましたが、さらに本年度中には、地方

創生交付金により、図書館児童コーナーに尾鷲ヒノキの書棚を設置し、図書館を

人や情報が行き交う交流の場として位置づけ、本市の本読み子育てを推進してま

いります。 

 このように、市内各小中学校や図書館におきましては、さらに読書への興味、

関心を高め、読書意欲の向上を図るための取り組みを推進してまいります。 

 次に、平成２７年度全国学力・学習状況調査につきましては、本年４月２１日

に小学校６年生及び中学校３年生を対象として、国語、算数・数学、理科の３教

科での学力調査が実施され、その結果が、８月２５日、文部科学省から市教育委

員会及び各小中学校に通知されました。 

 各学校では、１０月に個人の成績を保護者に届けるとともに、自校の結果分析

と今後の取り組みを掲載した学校だよりを作成して保護者に配付しました。 

 本市におきましても、市全体として結果の分析を行い、今後の取り組みととも

に公表したところであります。 

 この分析を通して明らかになった市全体の成果と課題について、１１月２４日、

各小中学校の研修担当を集めて尾鷲市学力向上推進委員会を開催し、全体として

の共通理解を進めるとともに、各校の学力向上の取り組みについて共有を図りま

した。 

 今後、本委員会での話し合いをもとに、各校で検討を重ねながらさらなる授業

改善に努めるとともに、家庭や地域とも連携して家庭学習の時間確保や読書の習

慣化等に取り組み、学力向上を推進してまいります。 

 次に、１１月２７日にせぎやまホールで開催しましたおわせっこ共育フェステ

ィバルは、３回目の本年度も、市内の小中学生が一堂に会し、保護者や地域の皆

様にも多数参観していただきながら盛会裏に終了することができました。 

 本年度は、尾鷲小学校、矢浜小学校、三木小学校、輪内中学校の４校が伝統的

な太鼓演奏や踊り、合唱などを発表しました。参加者はそれぞれの発表に共感、

感動し、また、発表者も観衆の温かく盛大な拍手に大いに達成感を味わったこと

が子供たちの表情から容易に感じとることができました。尾鷲に生まれ、育ち、

学んでいることに改めて自信や誇りを感じるまたとない機会となったと今回も確
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信しました。また、読書活動推進の一環として、中学生によるビブリオバトルも

実施され、読書に対する興味、関心をさらに高めるよいきっかけとなりました。 

 共育フェスティバルは本市独自の特色ある取り組みであり、尾鷲に誇りを持ち、

尾鷲を愛し、将来もこの地に住みたい、またその担い手になりたいというおわせ

人づくりにつながる格好の契機になったと考えております。 

 次に、三木小学校、三木里小学校の再編についてであります。 

 教育委員会では、去る第３回定例会の所管の委員会におきまして報告いたしま

したように、これまでの地区や保護者との懇談会、また、その中から設立された

新しい学校づくり準備会の協議や申し入れに基づき、平成１９年度に策定された

尾鷲市立小中学校の配置計画において、１校区であったものを再検討し、輪内地

区の小学校区において２校区に改める見直しを行いました。 

 また、この見直しにつきましては、１０月１４日及び１５日の両日、それぞれ

三木小学校、三木里小学校の保護者を対象とした教育懇談会を開催し、一連の経

緯を説明しました。懇談の中で、新しい学校の枠組みが平成２９年度にはできる

よう取り組みを進めていくこと、新しい学校の設置場所については、第三者機関

による客観的な調査に基づいて決定していくという教育委員会の考え方に対して

参加者全員の同意をいただきました。 

 今後は、調査を進めるとともに、教育委員会を中心に国、県とも協議しながら

新しい学校づくりに向けて取り組んでまいります。 

 次に、津波浸水域に立地している矢浜保育園及び尾鷲第三保育園の安全な場所

への移転や、尾鷲第四保育園の耐震化につきましては、尾鷲市保育所整備基本計

画に基づき進めているところであります。現在、順調に建設が進む矢浜保育園に

続き、来年度の整備を目指す尾鷲第三保育園につきましても実施設計を行ってい

る段階で、津波浸水域に立地する保育所の移転整備を優先して進めてまいります。 

 一方、尾鷲第四保育園の整備時期につきましては、尾鷲市保育所整備基本計画

に掲げる平成２８年度末までの完成を目標としておりましたが、財政的理由等か

らその整備時期を１年延期するもので、その内容につきまして、所管の委員会で

御説明させていただきます。 

 今後も、一日も早い安全安心な保育環境の整備を進めてまいります。 

 次に、都市基盤整備についてであります。 

 災害に強いまちづくりの一環としまして、桜茶屋の市有地を防災拠点並びに第

三保育園移転用地と位置づけた造成工事を現在実施しており、今月下旬をもって
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完成いたします。 

 また、宮前橋についてでありますが、昨年１０月１７日に工事着手し、かけか

えが終わった橋梁部分については、新宮前橋として本年８月１１日より供用を開

始しております。 

 現在、旧宮前橋の撤去及び県道部分の復旧工事を行っており、今月１９日に完

了する予定であります。 

 今後につきましても、安全安心な暮らしの実現に向け、さらなる整備を進めて

まいります。 

 次に、防災訓練についてであります。 

 去る１０月３１日、早田町の全面協力により、平成２７年尾鷲市巨大津波対処

関係機関合同訓練を実施いたしました。この訓練は、早田町において地震、津波

に対する住民の意識向上、初動対応及び避難体制について検証を行うとともに、

関係機関とのさらなる連携強化を図ることを目的として実施されました。 

 訓練内容につきましては、震度７、最大津波高１７メートルの南海トラフ巨大

地震が発生し、本市において孤立地区が多数発生する中で情報伝達訓練、住民に

よる自助・共助を生かした避難訓練や救助訓練、公助を担う関係機関による救助

訓練や復旧活動を行うなど多岐にわたる訓練を実施いたしました。 

 なお、地域の実情に沿った訓練を実施するため、会場を二つに分け、メーン会

場の尾鷲漁業協同組合早田支所付近では関係機関による救出救助訓練や自衛隊航

空機による救助訓練などを行い、サブ会場の元早田小学校グラウンドにおいては、

救助した傷病者を住民や消防団がリヤカーなどを使って高台に搬送する訓練を行

いました。 

 また、本年４月に三重県石油業協同組合紀北支部との災害時における石油類燃

料の供給に関する協定を締結したこともあり、ライフラインが寸断された被害状

況において、燃料供給訓練の実証もあわせて実施いたしました。 

 一方、尾鷲市社会福祉協議会が現地に災害ボランティアセンターを設置して住

民へのニーズ調査を行った結果、一時避難所の設営や炊き出し等の支援を行いま

した。 

 このように、地域全体での訓練を行うことにより、地域コミュニティの連携強

化を図るとともに、南海トラフ巨大地震や巨大津波、さらには土砂災害、風水害

などに対する危機感を再認していただく絶好の機会になったと考えております。 

 本訓練の実施に際し、地元住民を初め多数の関係機関の方々に参加していただ
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き、お礼申し上げるとともに、今回の訓練結果を踏まえ、今後も実災害に即した

訓練を実施し、有事の際、とっさに自分の命を守る行動がとれるよう市民の防

災・減災意識の育成に努めてまいります。 

 次に、防災フェアについてであります。 

 去る１１月２８日に、尾鷲小学校において防災フェアを実施しました。 

 地震、津波、風水害などさまざまな災害の脅威と直面する本市にとって、被害

を最小限に抑えるためには住民の防災意識の高揚が必要不可欠であります。 

 そのため、本市全体の防災・減災意識の育成及び向上を目的に、尾鷲小学校の

土曜授業に合わせ、実施いたしました。 

 このことは、学校が推進している自助・共助を核とした防災教育をさらに広げ

るとともに、本市の防災方針である被災者ゼロに向けた取り組みにもつながると

考えており、今後も防災教育とのさらなる連携を図ってまいります。 

 次に、空き家対策についてであります。 

 老朽化によって倒壊のおそれのある空き家等についての相談が１１月２７日ま

でに２７件寄せられており、これらの空き家等については、全てデータベース化

し管理しております。このデータベースを活用し、所有者等に今後の対応方法等

についての文書を順次送付しているところです。その結果によっては、今後、庁

内検討委員会において対策を協議し、助言、指導を行うことで所有者等による空

き家等の適切な管理を促進するよう努めてまいりたいと考えております。 

 次に、ごみ有料化制度等の見直しにつきましては、一般廃棄物の減量等に関す

る事項を審議していただくための廃棄物減量等推進審議会を設置し、本年７月３

０日から３回にわたり活発な審議がなされ、今月中には答申を受ける予定であり

ます。 

 本市としましては、その答申内容を受けて新たな指定ごみ袋の料金設定、ごみ

出しに係る市民負担軽減策、あるいはさらなるごみ減量施策等の検討を重ねてま

いります。 

 次に、検討中の広域による新たなごみ処理施設の建設についてであります。 

 新たなごみ処理施設の建設に当たっては、ごみの集約化による処理の効率化と

安定稼働、それに伴う建設費や運営経費の縮減につなげるべく、広域による合同

建設の可能性について東紀州５市町における検討を重ねてまいりました。 

 このほど、５市町合同によるごみの処理施設の建設を前向きに検討していくこ

とについて、各首長同士が了解しましたので御報告させていただきます。 
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 次に、伊勢志摩サミットについてであります。 

 来年５月２６日、２７日に開催されるサミットが無事に開催され、成功をおさ

めることができるよう本市も尽力してまいります。 

 現在、伊勢志摩サミット三重県民会議と連携を密にし、サミット関連行事であ

る配偶者プログラムやジュニアサミットなどに対して、本市の地域支援などの魅

力あるコンテンツを提案しております。本市姉妹都市のプリンス・ルパート市が

属するとともに伊勢志摩サミット参加国であるカナダとの親交につきましては、

名古屋市のカナダ領事館の訪問に続いて、カナダ大使館主催のカナダ・ネットワ

ーク・シンポジウムに明後日参加することとなっており、これを契機に深めてま

いりたいと考えております。 

 また、サミット首脳会議用テーブルに尾鷲ヒノキを使用していただくよう紀北

町との連名で要望し、実現に向けた努力を行っているところであり、その費用に

つきましては、負担金として本定例会に予算計上させていただいております。 

 今後も、伊勢志摩サミットを情報発信の格好の契機と捉え、本市の魅力を発信

してまいりたいと考えております。 

 次に、マイナンバー制度についてであります。 

 これまで広報おわせやホームページ等でも御案内させていただいておりますと

おり、社会保障税制度の効率性、透明性を高め、国民にとって利便性の高い公平、

公正な社会を実現するための基盤整備として、マイナンバー制度が開始されまし

た。 

 本市においては、マイナンバーの記載された通知カードが住民票の住所地に１

１月中旬より順次到着しております。 

 また、これまで以上に個人情報を保護するために、市民サービス課総合窓口係

の配置を１１月１日より変更させていただきました。 

 今後は、マイナンバー制度のさらなる啓発に努めていきたいと考えております。 

 次に、国勢調査についてであります。 

 平成２７年国勢調査におきましては、去る９月１０日からのインターネット回

答に始まり、紙の調査票の提出、検査まで滞りなく終了いたしました。御協力い

ただきました市民の皆様や多くの関係機関の皆様に感謝を申し上げます。 

 なお、結果につきましては、来年の２月に人口等の速報値が発表される予定で

あります。 

 最後になりますが、本年７月１日付で市内水道事業者が本市を告訴した慰謝料
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等請求事件の裁判につきましては、去る１１月２７日○○○、原告らの請求をい

ずれも棄却するとの判決が下されました。私といたしましては、市が住民を訴え

たことに関しましては苦渋の決断でありましたので、今後このような事態を招か

ないためにも、市のあらゆる事務処理につきましてはこれまで以上に慎重かつ適

正に遂行していく所存です。 

 それでは、今回提案しております議案について御説明いたします。 

 お手元の議案書の表紙の次のページをごらんください。このページは提出議案

の目次となっております。 

 本定例会の提出案件は、議案第６２号から議案第８３号までの議案２２件とし

ております。 

 議案の内訳といたしましては、条例の制定及び一部改正等が１７件、補正予算

関連が５件であります。 

 それでは、各議案について御説明いたします。 

 まず、１ページの議案第６２号「尾鷲市行財政改革推進委員会設置条例の制定

について」につきましては、既に要綱により委員会が設置され、報酬自体も尾鷲

市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例のその他委員として支払いを

しておりましたが、所属する委員等に対する報酬を支給するには、条例でこれを

定めなければならないこととなっており、今回、地方自治法第１３８条の４第３

項の規定に基づき条例を制定するものであります。 

 次に、３ページの議案第６３号「尾鷲市個人番号の利用及び特定個人情報の提

供に関する条例の制定について」につきましては、行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律、いわゆるマイナンバー法が制定さ

れたことに伴い、マイナンバー法第９条第２項において、福祉、保健もしくは医

療その他の社会保障、地方税または防災に関する事務に個人番号を利用する場合

には条例を定め、定められた範囲で利用することとなっております。また、特定

個人情報を同一地方公共団体の他の機関に提供する場合においても、マイナンバ

ー法第１９条第９項の規定において条例を定めることにより、その事務の処理に

必要な限度で提供することができるとされております。そのため、本市において

もマイナンバー法に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供について条例

を制定するものであります。 

 次に、１０ページをごらんください。 

 議案第６４号「尾鷲市ふるさと応援基金の設置、管理及び処分に関する条例の
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制定について」につきましては、尾鷲市を応援しようとする方からの寄附金を活

用し、本市の目指す将来都市像の実現に向けたまちづくりに資する事業を積極的

かつ重点的に推進するため、地方自治法第２４１条第１項の規定に基づき基金を

設置するものであります。 

 次に、１２ページの議案第６５号「尾鷲市放課後子ども総合プラン運営委員会

設置条例の制定について」につきましては、平成２６年７月に厚生労働省と文部

科学省が共同して策定した放課後子ども総合プランでは、全ての児童が放課等を

安全安心に過ごし、多様な体験活動を行うことができるよう一体型を中心とした

放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の計画的な整備等を進めるため、各市町

村に地域の実情に応じた効果的な放課後児童クラブ等の実施に関する検討の場と

して運営委員会の設置が求められております。 

 本市では、平成１９年に国の創設した放課後子どもプランに基づく放課後子ど

もプラン運営委員会を設置しておりましたが、放課後子どもプランは今回の放課

後子ども総合プランの策定により廃止されましたので、組織名称、委員構成、検

討内容等について放課後子ども総合プランに対応すべく、現行の要綱でなく新た

に条例を制定するものであります。 

 次に、１５ページの議案第６６号「須賀利大池及び小池保存管理委員会設置条

例の制定について」につきましては、国指定天然記念物、須賀利大池及び小池を

適切に保存、管理するに当たり、専門的な見地等を得るため有識者等の関係者に

よる委員会を設置いたしたく条例を制定するものであります。 

 次に、１８ページの議案第６７号「尾鷲地区福祉有償運送等運営協議会設置条

例の制定について」につきましては、本協議会は道路運送法の規定に基づき、福

祉有償運送の適正な運営の確保を通じ、尾鷲市、紀北町の住民の福祉の向上を図

るため、福祉有償運送等の必要性及びこれらを行う場合における旅客から収受す

る対価、その他福祉有償運送等の適正な運営を確保するため、要綱により運営さ

れておりましたが、所属する委員等に対する報酬を支給するには条例でこれを定

める必要があるため制定するものであります。 

 次に、２１ページの議案第６８号「尾鷲市老人ホーム入所判定委員会設置条例

の制定について」につきましては、老人ホームへの入所措置を適正に実施し、老

人福祉施設の運営の向上を図るため、要綱により尾鷲市老人ホーム入所判定委員

会を設置し、運営されておりましたが、所属する委員等に対する報酬を支給する

には条例でこれを定める必要があるため制定するものであります。 
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 次に、２４ページの議案第６９号「尾鷲市健康づくり推進協議会設置条例の制

定について」につきましては、市民の健康づくりの総合的かつ効果的な推進に関

する事項を審議及び実践するため、要綱により尾鷲市健康づくり推進協議会を設

置し、運営されておりましたが、所属する委員等に対する報酬を支給するには条

例でこれを定める必要があるため制定するものであります。 

 次に、２７ページの議案第７０号「尾鷲市予防接種健康被害調査委員会設置条

例の制定について」につきましては、予防接種による健康被害の適切かつ円滑な

処理に資するため、要綱により尾鷲市予防接種健康被害調査委員会を設置し、運

営されておりましたが、所属する委員会委員等に対する報酬を支給するには条例

でこれを定める必要があるため制定するものであります。 

 次に、３０ページの議案第７１号「尾鷲市役所出張所設置条例の一部改正につ

いて」につきましては、来年２月５日完成予定の南輪内センターの住所変更に伴

う条例の一部改正であります。 

 次に、３２ページの議案第７２号「尾鷲市委員会の委員等の報酬及び費用弁償

に関する条例の一部改正について」につきましては、先ほど御説明いたしました

行政委員等の報酬額について、地方自治法に基づき条例に規定するもので、今回

条例を制定したもののほか、既に条例を制定しているが、別表に規定していない

委員等の支給額を追加するものであります。 

 次に、３５ページの議案第７３号「尾鷲市議会の議員その他非常勤の職員の公

務災害補償等に関する条例の一部改正について」につきましては、本年１０月１

日に、被用者年金制度の一元化を図るため厚生年金保険法等の一部を改正する法

律の一部が施行されたことに伴い、地方公務員等共済組合法施行令等の一部を改

正する政令が公布されたことから、本条例に引用されている法律を変更するため、

本条例の一部を改正するものであります。 

 次に、４０ページをごらんください。 

 議案第７４号「尾鷲市市税条例等の一部を改正する条例の一部改正について」

につきましては、地方税法施行規則等の一部を改正する省令が本年９月３０日に

公布されたことに伴い、本年第２回臨時会に提出しました議案第３０号「尾鷲市

市税条例等の一部を改正する条例」を改正する必要が生じたものであります。 

 主な改正は、マイナンバー制度の導入に伴う法人番号規定の整備であります。 

 次に、４２ページの議案第７５号「尾鷲市奨学金貸与条例の一部改正につい

て」につきましては、年々減少傾向にある本市の奨学金制度において、利用者の
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負担軽減と同制度の利用促進を図るため償還方法を追加するもので、これまでの

年賦償還、半年賦償還に加え、四半年賦償還を追加するものであります。 

 次に、４４ページの議案第７６号「尾鷲市地区コミュニティーセンターの設置

及び管理に関する条例の一部改正について」につきましては、南輪内センター同

様、住所の変更に伴う条例の一部改正であります。 

 次に、４６ページの議案第７７号「尾鷲市国民健康保険税条例の一部改正につ

いて」につきましては、本年３月３１日に公布された地方税法施行令等の一部を

改正する政令に基づき同条例の一部を改正するもので、内容といたしましては、

課税額の上限を改めるものであります。 

 次に、４８ページの議案第７８号「尾鷲市消防団員等公務災害補償条例の一部

改正について」につきましては、本年１０月１日に被用者年金制度の一元化を図

るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律の一部が施行されたことに伴い、

地方公務員等共済組合法施行令等の一部を改正する政令が公布されたことから、

本条例に引用されている法律を変更するため、本条例の一部を改正するものであ

ります。 

 次に、議案第７９号「平成２７年度尾鷲市一般会計補正予算（第５号）の議決

について」から議案第８３号「平成２７年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第３

号）の議決について」までの５議案について御説明いたします。 

 お手元の尾鷲市一般会計補正予算（第５号）主要事項説明の１ページをごらん

ください。 

 今回の補正予算計上額は、予算集計表に記載のとおり、一般会計で９,１１１

万８,０００円、国民健康保険事業会計で９,９８７万８,０００円、後期高齢者

医療事業会計で８１万６,０００円をそれぞれ追加し、病院事業会計では歳入１

億３,００９万８,０００円、歳出８,３８８万９,０００円をそれぞれ減額し、水

道事業会計では歳入３８１万１,０００円を追加、歳出９５８万３,０００円を減

額し、これにより、各会計を含めた予算総額を１９６億５,４１５万４,０００円

とするものであります。 

 まず、一般会計から御説明いたします。 

 ２ページをごらんください。 

 歳入の主なものについて御説明いたします。 

 １１款分担金及び負担金７９９万３,０００円の増額は、当初の見込みより保

育料の所得階層が上がったことによる保育所入所保護者負担金の増額であります。 
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 １３款国庫支出金２,８５１万１,０００円の増額は、扶助費の生活介護事業費

等の減に伴う障害者自立支援給付費等国庫負担金７３０万１,０００円の減額、

更生医療費の増に伴う障害者医療費国庫負担金６６１万４,０００円の増額、子

ども・子育て新制度に基づく保育所運営費増に伴う児童保護措置費負担金２,５

７４万６,０００円の増額、東紀州５市町、大紀町、大台町及び南伊勢町の南三

重８市町で実施いたします東紀州・奥伊勢・伊勢志摩周遊滞在促進事業に対する

地域住民生活等緊急支援のための交付金９８万円の追加が主なものであります。 

 １４款県支出金４,４２９万７,０００円の増額は、主に子ども・子育て新制度

に基づく保育所運営費増に伴う児童保護措置費負担金１,２８７万３,０００円の

増額、曽根コミュニティセンター建設事業に対し、電源用施設周辺地域振興事業

費補助金３,０００万円が認められたことによるものであります。 

 １７款繰入金２,５２４万１,０００円の増額は、今回の補正財源として財政調

整基金から繰り入れるものであります。 

 １９款諸収入２,８８７万６,０００円の増額は、紀北広域連合負担金前年度精

算金２,８８１万円の追加が主なものであります。 

 ２０款市債４,３８０万円の減額は、曽根コミュニティセンター建設事業に対

し電源用施設周辺地域振興事業費補助金が認められたことによる曽根コミュニテ

ィセンター建設事業債３,０００万円の減額、第四保育園建設事業に係る実施設

計及び建設事業年度を１年先送りにしたことに伴う第四保育園整備事業債１,３

７０万円の減額、賀田小学校特定天井撤去工事に係る事業費確定に伴う学校教育

施設等整備事業債１０万円の減額であります。 

 次に、歳出であります。 

 ３ページをごらんください。 

 各款別の補正額は、一覧表に記載のとおりであります。 

 このうち主なものについて、次のページで説明いたします。 

 ４ページをごらんください。 

 まず、各款共通の人件費は、特別職では、私の７月から９月までの３カ月分、

１０％の給料２７万円の減額及び負担率の改定による共済費１,０００円の減額、

一般職では、給料で人事異動等により１,０２９万８,０００円の減額、職員手当

等では、勧奨退職者に係る退職手当、時間外勤務手当等の増により５,９８１万

円の増額、共済費では、負担率の改定により９２５万５,０００円の減額であり

ます。 
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 総務費は、一般管理費で、公用車及びＡＥＤの入札差金１１１万７,０００円

の減額、契約検査費で、第四保育園実施設計支援業務委託料３８６万３,０００

円の減額、選挙管理委員会費で、公職選挙法の改正により選挙権の年齢が１８歳

に引き下げられたことに伴う選挙システム改修委託料１６２万円の追加でありま

す。 

 民生費は、社会福祉総務費で、人件費及びマイナンバー制度に伴うＬＧＷＡＮ

メールサーバー整備委託料の増等により紀北広域連合分担金２６９万４,０００

円の増額、国民健康保険事業特別会計に、財政安定化支援事業として５９６万７,

０００円を繰り出すものであります。 

 自立支援給付事業の介護給付・訓練給付費で、実施を踏まえ、当初の見込みか

ら利用者数等を修正したことにより１３７万３,０００円の減額であります。 

 国民年金費で、国民年金保険料の免除または納付猶予の対象年齢拡大及び様式

変更に伴う国民年金システム改修業務委託料１１３万４,０００円の追加であり

ます。 

 子ども医療費で、当初見込みより医療費が増加していることによる子ども医療

費助成金３３８万１,０００円の増額であります。 

 介護保険費で、地域支援事業前年度精算金４９３万６,０００円の追加であり

ます。 

 ５ページをごらんください。 

 後期高齢者医療費で、人事異動に伴う人件費の増により事務費繰出金８１万６,

０００円を後期高齢者医療事業特別会計に繰り出すものであります。 

 児童福祉総務費の保育所施設整備事業で、第四保育園の建設事業年度を平成２

９年に先送りし、本年度予定としておりました実施設計を来年度に実施すること

としたことによる委託料９９１万６,０００円の減額であります。 

 児童措置費で、子ども・子育て支援新制度に基づく保育所運営費に関する職員

の処遇改善等、質の改善加算により５,１１１万９,０００円の増額であります。 

 農林水産業費は、林業総務費の林業活性化推進費で、来年度の５月２６、２７

日に志摩市で開催されます伊勢志摩サミットにおいて、各国の首脳が話し合うテ

ーブルにＦＳＣ認証尾鷲ヒノキ材の活用を紀北町とともに積極的に働きかけるた

めの費用として、伊勢志摩サミット用テーブル負担金１００万円の追加でありま

す。 

 土木費は、港湾管理費で、台風被害による流木等運搬処理費として尾鷲港港湾
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施設清掃業務委託料２５５万７,０００円の増額であります。 

 教育費は、教育総務費の学校耐震整備事業で、中村山避難路のり面吹きつけ工

事請負費など事業費の確定による４８４万５,０００円の減額であります。 

 ６ページ及び７ページをごらんください。 

 続きまして、債務負担行為補正について御説明いたします。 

 ４２件の追加であります。 

 これにつきましては、来年度以降における事業の円滑な執行のため、債務負担

行為を設定するものであります。事項、期間及び限度額につきましては表のとお

りであります。 

 ８ページをごらんください。 

 国民健康保険事業特別会計は９,９８７万８,０００円を追加し、歳入歳出総額

を３１億４,１６７万円とするものであります。 

 これは、歳入、歳出ともに、平成２７年４月１日から退職者医療制度への新規

加入が廃止となったことに伴い、一般被保険者の給付費が増加し、退職被保険者

の給付費が減少したことによるものであります。 

 ９ページをごらんください。 

 後期高齢者医療事業特別会計は８１万６,０００円を追加し、歳入歳出総額を

５億９,６０７万円とするものであります。 

 これは、歳入、歳出ともに、人事異動に伴う職員人件費の増による増額であり

ます。 

 １０ページをごらんください。 

 病院事業会計であります。 

 収益的収入及び支出の収入では、業務の予定量である入院患者数が年間延べ９,

１５０人減少、外来患者数が年間延べ４,１９２人の減少に伴い入院収益１億９,

７８８万円の減額、室料差額９４８万１,０００円の減額、外来収益は１人当た

りの単価の増加に伴い７,６２６万３,０００円の増額となり、合計１億３,１０

９万８,０００円の減額であります。 

 支出では、医業費用が人事異動等による給与費７,０７３万９,０００円の減額、

患者数の減少に伴う材料費１,２００万円の減額などにより８,４１３万円の減額

であります。 

 医療外費用では、課税売上額の減少に伴う消費税及び地方消費税７２万６,０

００円の減額であります。 



－２５－ 

 資本的収入及び支出の収入では、医療機器の整備に伴い企業債を１００万円増

額、支出では器械備品購入費９６万７,０００円の増額であります。 

 １１ページをごらんください。 

 債務負担行為補正について御説明いたします。 

 ５件の追加につきましては、来年度以降における事業の円滑な執行のため、債

務負担行為を設定するものであります。事項、期間及び限度額につきましては表

のとおりであります。 

 また、学資貸与金につきましては、期間を平成２８年度から、平成２８年度か

ら平成３１年度までに限度額を３００万円から１,２００万円に変更するもので

あります。 

 １２ページをごらんください。 

 水道事業会計であります。 

 収益的収入及び支出の収入では、特別利益の人事異動に伴う退職給付引当金戻

入益などにより３８１万１,０００円の増額であります。 

 支出では、営業費用が人事異動に伴う人件費の減額などにより１,０２３万６,

０００円の減額、営業外費用は消費税納付額４万７,０００円の減額、特別損失

は過年度収納返還金を７０万円増額するものであります。 

 以上をもちまして、議案第６２号「尾鷲市行財政改革推進委員会設置条例の制

定について」から議案第８３号「平成２７年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第

３号）の議決について」までの２２議案の説明とさせていただきます。 

 何とぞよろしく御審議いただき、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

議長（村田幸隆議員） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

 議事日程に従い、審議は留保といたします。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 以後、お手元の会期日程表のとおり、あす２日から６日までを休会といたし、

７日月曜日午前１０時より本会議を開きますので、よろしくお願いいたします。 

 本日はこれにて散会をいたします。 

〔散会 午前１１時３６分〕 

 

 


